
あけましておめでとうございます。会員の皆様に

おかれましては、ご家族、従業員ともども穏やかな

お正月を迎えられましたでしょうか。巳年の新年が

皆様にとって素晴らしいものになることを心から祈

念しております。

その巳、ヘビは医療の象徴としてアスクレピオス

の杖などでお馴染みな一方、しばしば金運とも結び

つけられますが、それはインドで白蛇が金運をつか

さどる弁財天の化身と言われたことによるそうで

す。今年の日本経済の金運が上昇することを願って

やみません。蛇足ながら、石破首相がトランプ新大

統領に「睨まれた蛙」にならぬことを祈ります。　

昨年１年間、郡市・医育機関医師会の役員・会員

の皆様ならびに、関係諸団体の皆様に、北海道医師

会の諸事業にご理解、ご協力をいただき心より感謝

申し上げます。本年も変わらぬご支援をお願いいた

します。

さて昨年を振りかえりますと、その鳴き声により

雷雲や嵐を呼ぶという辰年は、元日の能登半島地震

にはじまり、風水害など天災に悩まされた一年でし

た。被害にあわれた方々に心よりお見舞い申し上げ

ます。

国政においても、10月に岸田内閣総辞職、石破新

首相誕生、衆議院選挙による自民公明少数与党に転

落と政界は不透明なものとなりました。また国外に

於いても、英国で政権交代となり、仏国ではマクロ

ン大統領率いる与党連合が敗北、独国も連立政権が

崩壊し、果ては米国大統領選挙でのトランプ氏の圧

勝と、政権担当者には受難の年だったと言えましょ

う。またロシアのウクライナ侵攻は早1,000日を数

え、イスラエルによる周辺地域への攻撃も収まる気

配を見せません。

ただスポーツの世界ではパリオリンピックでの旭

川市出身の北口選手をはじめとした日本人選手の活

躍に、MLBにおける大谷選手の50-50達成など目覚

ましいものがあり、日々の慰みとなりました。

医療界では、４月から医師の働き方改革が始ま

り、休日夜間の救急医療等地域医療に対する影響が

心配されましたが、まだ大きな問題は表面化しては

いない状況です。ほぼ予想されていた医療機関が特

定労務管理対象機関の指定を受けることができまし

たが、現場の医師・医療従事者への影響についての

十分な検証が必要と思われます。

第８次医療計画も同月スタートし、６事業目とし

て新興感染症発生・まん延時における医療が加えら

れました。また６月の診療報酬改定では生活習慣病

管理料Ⅱなど実質上のマイナス改定となり、さらに

物価高騰、受診抑制、病床稼働率の低下と重なり、

コロナの嵐を耐え忍んできた医療界は酷寒の状況と

なっております。昨年11月に財政審分科会に提出さ

れた資料では、医師の偏在に対し、自由開業・自由

標榜の見直し、保険医新規参入の制限等、規制的手

段並びに過剰診療科地域を「特定過剰サービス」と

して減算措置を導入すべきなどと、問題が多いもの

で、断固阻止すべきと考えております。

今年は４月よりかかりつけ医機能報告制度が始ま

ります。特定機能病院及び歯科診療所以外のすべて

の医療機関が対象となります。１号機能を必ず報告

していただき、２号機能は対応できていなくてもそ

の旨報告していただきたく存じます。個々の医療機

関の機能を問うものではなく、地域全体での医療機

能の充足状況を把握するものです。当会といたしま

しても、会員医療機関とできるだけ情報共有を図り

報告のお手伝いをさせていただく所存です。

2025年度を目途とした地域医療構想は今年で完結

し、さらに2040年を展望した新たな構想の策定が始

まろうとしております。現行の病床機能分化・連携

から、入院医療だけではなく、外来・在宅医療、介

護との連携を含む、医療提供体制全体の課題解決を

図るために構想されております。が、検討されてい

る医師偏在対策は財務省案と同様に新規開業規制や

医師多数地域でのディスインセンティブ等懸念が多

く、討議の進捗を注視することが必要と思われます。

一方で旧慣に固執するのみでは、次代を担う若手医

師の理解は得られぬであろうことも心に留めておか

ねばなりません。

また昨年から北海道警察活動協力医会という部会

が発足しました。本年はその活動を一層活発化させ

るとともに、他都府県の協力医部会と情報交換を密

にしていければと思います。またコロナが５類とな

り、人々の移動も活発となってきておりますので、

道内郡市医師会との意見交換や、各地のブロック会

議に積極的に参加するとともに勤務医との交流を深

め、北海道の医療の発展に少しでもお役に立てれば

と思います。さらに明日の北海道の医療を支える青

少年の育成事業を積極的に進め、医療への関心を

持ってもらいたいと考えております。これまでも参

加してくれた生徒たちの楽しそうな顔を見ますと、

大きな可能性があると思っております。

この他にも、これまで多くの場面で会員の諸先生、

関係の諸氏にはご協力をいただいてまいりました

が、これまで以上のご支援とご理解をお願いし、簡

単ですが、新年のご挨拶に代えさせていただきます。
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